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1 は じ め に

1)
最近,低開発国の近代化の問題のなかで, "国民形成 ‥(nationbuilding)が中心課題 とし

てとりあげられている｡ 山地民などの少数民族の同化もそのなかで重要な地位をしめているこ

とはいまさらい うまでもない｡

そ こで, 本稿は山地民が どのような形で平地民化 し,タイ人に同化 してゆ くかとい うことに

焦点をあてなが ら,タイ国北西部のメホンソ-1/県 メサ 1)アン地区のスコ一 ･カレン族 (Skaw

Karen)についてのべてみることにしよう｡ 今後, 特別にことわ らないでカレン族 といった場

合には,スコ一 ･カレン族をさす ことにする｡
2)

すでに,既報では山地カレン族 (PwaK'sa)の文化変容の研究をとお して, この間題の適時

的 (diachronic)な一面を分析 してみた｡そ こで,ここでは山地カレン族 と平地カレン族 (Pwa

Baylah)を共時的 (synchronic)に比較研究することによって,カレン族の平地民化の問題に

接近 してみたい｡

"東南アジアは地理的にも, 文化的にも,その多様性がきわだっている｡ 北部の山岳地帯か

ら南部の海岸地方までの亜熱帯的大陸性気候か ら熱帯的海洋性気候 までの一連の地理的変化 も

さることなが ら, 文化的多様性はさらにいっそ う複雑 な様 相を望 している｡た とえば, ビル

マ, タイ, ラオス,カソポジアは小乗仏教, ヴェトナムは大乗仏教, マレーシアとイン ドネシ

アはイスラム教, それにフィリピンにおけるキ リス ト教を くおえると, この地 域 は ｢世界宗

教｣のすべてを包含 していてたい-ん壮観である｡ それに言語の地域的差異にいたっては枚挙

にいとまがないほどである｡

しか しなが ら,東南アジアの多様性を強調するだけでは, 真実の一面 しか物語っていない｡

1) Deutch(1963)

2) 飯島 (1965),Iijima(1965)
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すなわち,家族構造,女性の地位の高さ,精霊信仰, 生産技術の性質などほおお くの共通点を
3)

もっているo"

‖このように共通の特徴がひろく分布 していることは, 東南アジアの多様性の底に統一性が

横たわっているとい う印象をあたえている｡ ところが,逆説的にい うと, この地域の多様性こ

そが決定的な統一性をもたらしているのである｡

東南アジ7のいずれの国にも山地民と平地民がいて, それぞれの生活様式の差異- 時には
●●

抗争- がわれわれの この地域にたいする理解 の整理 をたすけるかざになるのではなかろう

か.東南アジアにおけるいかなる国家をとってみても, 相対的に同質的で,多数の人口からな

っている平地民がその中核をなしている｡ この種の平地民は単一で主要な言語をほなし,世界

宗教のひとつに帰依 していて,集約的な水田稲作に生活を依存 している｡ ところが,いずれの

国も山地民とい う少数民族を所有 していて,かれ らはきわめて異質的である｡ 山地民は雑多な

言語をほなし,かれ ら白身の政治的統一性はない｡ それに,近年にいたるまで,平野部とはほ

3) Burling(1965)p.2
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そばそとした政治的紐帯以上のものはもっていなかった｡ 山地民は通常焼畑農業をおこない,

平地民にくらべると, 仏教徒, ヒンドゥー教徒やイスラム教徒になる速度がたい-んに緩慢で
4)

ある｡''

以上のような一般論が具体的にどのように機能しているか, 山村の HtiToPaと平地村の

Pamoloについて観察することにしよう｡

2 エ コ ロジ ー

いうまでもな く山地カレン族 と平地カレン族でいちばんことなるものは, 両者におけるエコ

ロジカルな適応の差異ではなかろ うか｡ ここでは山地 カ レン族のおこな う焼畑による稲作 と平

地カレン族によってなされている水田稲作を比較することによって, 両文化の前提になるエコ

ロジカルな条件についてふれる

ことにしよう｡焼畑 と水田によ

る稲作をこのような意味でえら

んだことは将来の本報告におけ

るモデル設定の伏線 としてであ

って,正確な民族誌的記述では

ないことを申しのべてお く｡ す

なわち,山地カレン族でも今 日

では多少の水田稲作はおこなっ

ているし,平地カレン族 も自分

たちの領域の限界地においては

若干の焼畑農業をおこなってい

る｡ただ,本稿においてはこれ
写真1 平地カレン族の村 Pamolo

らが山地カレン族や平地カレン族の文化形成に決定的な役割をはた していないとい う意味でほ

とんどふれなかったのである｡

4) Burling(1965)p.4

写真2 山地カレン族の村 HtiToPa
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(1) 焼 畑 農 業

焼畑農業は東南アジア諸国の原住民にとって重要な生業である｡ 国々によってその名称がか

わる｡たとえば, フィリピンにおいてほkainging,ビルマでは taungya,マレーではladang,
5)

タイでは tham raiとよばれている｡

〟これ ら熱帯諸国の典型的農業はその自然的条件によく適合している｡ 熱帯において, 火は

耕作者のいちばんよい道具であり,多量に心安な労働力の節約になる｡ たぶん,火による耕地

の整備は1日あた りにすると,すき (鍬) と肥料をつかった集約農業よりもおおい収益をあげ

るだろう｡ そのうえ,熱帯地方の住民はわるい衛生状態も手伝 って, 過重な労働には適 してい

ない｡一万,焼畑農業は熱帯の土壌の状態にある種の適応をしめしている｡ それは森林により

肥沃になった土地を利用し,同時に焼却 した植生の灰が肥料として役だつ｡ それに,あまり土

壌をはりかえさないので,侵蝕による害を抑制 し, また焼畑の周関にある森林に手をつけない
6)

ので,畑地からの土壌流亡がす くない｡"

メサ リアソ地方にすむカレン族の経済生活 の基礎をなすものは, い うまでもな く米作であ

る｡米作は水田 (chi)によるものと,焼畑 (xu)によるものと2種類あるけれ ども, 山地カレ

ン族の経折をささえるものは後者の焼畑農業であろう｡ タイ国北部の山岳地帯ではこのほかに

アカ族 (Akha),ラフ族 (Lahu), l)ス族 (Lissu), ミャオ族 (Meo),平オ族 (Ya°)などの山

地民によって焼畑盛業がおこなわれているけれども, ここでは山地にある HtiToPa村のカ

レン族の焼畑による稲作について,すこしたちいってのべることにしよう｡

カレソ暦 LaPlu(l月中句-2月中旬) の未に村人は山にはいり, この年の焼畑の候補地

を物色する｡ カレン族は二次林の再生のぐあいをみて, 土壌の肥沃度がどれだけ回復したかを

しらべるのである｡カレン暦の(～)aLe(2月中旬-3月中句)とTePeh(3月中旬～ 4月中旬)

の約 2カ月間にわたって,焼畑候補地にある雑木や下草の伐採をおこなう｡ おおきい木は下枝
をおとし,中位の木は枝をほとんどと;)さる｡ ちいさい木はきりたおされる｡ これ らは乾期の

ため比較的短時間に乾燥する｡ カレン暦 TeKu(4月中旬-5月中旬)には火をはなち,山焼

きをする｡この頃になると, タイ国北部の山岳地帯は山焼きの煙で空がかすむほどである｡ 山

焼きの目的は雑木や下車を焼却することにより, 丘陵の斜面をたがや しょくすると同時に,そ

の灰は肥料 として役にたつだけではなく, 雑草の種子や作物にたいする病虫害を一時的にせよ

減少させるのに役だつU)である｡ なお, l回d)山焼 きで不十分な場合には, 焼け残 りの木や根

を集めて再焼却をする｡

LaSa(5月中旬～6月中旬)にはいると,月初めに陸稲の播種がおこなわれる｡

焼畑には掘り棒で:3()センチメー トル間隔であさいI/'<があけ らわ, それぞれの穴には数つぶず

5) Pendleton(1962)p.157

6) Gourou(1963)p.31
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つ稲の種子が まかれ る｡

HtiToPa村の陸稲の種板

には bump6 (黒色種),

buki(赤色種),bumb6(黄

色種)の3種煩があるとい

う｡

HtiToPa村の慣習とし

て,Sapgaとよばれる村の

宗教的指導者である長老の

Rは,焼畑における陸稲の

播種にさきだち,みずから

そこでこの年の第 1番 目の

穴を掘る｡ これは焼畑農業

が山地 カ レン族 に とって

写真3 焼畑をする Karen｡ 口笛は風を呼び,野火は山野を

焼きつくすという｡(MaeKoKi村)

は,経済活動であるのみならず, 信仰生活の一部になっているほど文化の核にくいこんでいる

からであろう｡

焼畑における陸稲の播種では, カレソ族としてはめず らしく共同作業がおこなわれる｡ 1枚

の畑を皆で播種しおえると,つぎの畑,またそのつぎの畑とうつ りながら, 村中の畑の播種を

おこなってゆ く｡

ちなみにつけ くわえると, 水田稲作についてはこの村で協同作業が発達 していないのは,焼

畑のように大昔からのながい伝統がなかったことと, それが数10年前にこの村に導入された頃

には, ある程度の"個人主義 "がすでにカレン族のあいだで発達しはじめていたからではない

だろうか｡

DeiNya(6月中旬～7月中旬)になり, 稲が12-13センチメー トルぐらいになると第1回

日の除草がある｡LabNwe(7月中旬～8月中旬)になり,稲の草丈が豚の高さぐらいになる

と第 2回目の草取 りがおこなわれ,その後 2回,合計 4回の除草がおこなわれる｡ この際には

一般に女性による協同作業がおこなわれる｡ つぎの月 LaXo(8月中旬 ～9月中旬)になる

と,出穂にそなえて,畑の周囲に森林から伐採してきた雑木で垣根をつ くった り, ふるい垣根

を修復 した りして,畑を野獣の害からまもる｡

稲の種類により,出穂がおそい,はやいはあるけれども,LaKu(9月中旬～10月中旬)に陸

稲の穂がではじめる｡ その頃になると, 稲の間作として栽培されていた トウモロコシやキュウ

リがみのり,それらの収穫がおこなわれる｡ChiMu(10月中旬～11月中旬)の末には陸稲の穂

がではじめ,ChiSah(11月中旬～12月中旬)に収穫がおこなわれる｡ tItiToPa村にすこし

- 44-



タイ掴北婚部におけるカレン族の平地民イセ

ばか り栽培されている水稲は陸稲よりすこしお くれてみのり,したがってまた収穫も ChiSah

のおわ りにおこなわれる｡

1964年の例だと,10月20日すぎから HtiToPa村では収穫がおこなわれは じめ, 11月8Lj

ぐらいまでつづけ られた｡収穫にさきだち村人はそれぞれ の畑にあ る出作 り小屋にとまりこ

衣,野豚などの野獣を監視にゆ く｡
7〕

収穫がはじまると, 一家の大部分が村から2-3キロメー トルはなれた畑にある出作 り小屋

にとまりこんで,仕事をする｡ 本村の家は手間のす くない家では, しめてゆ くか, 時には老人

や子供が留守番をすることがある｡

収穫については協同作業がおこなわれない｡ しか し,近隣の村からは親類縁者が手伝いに く

るし,村内でもほや く収穫のおわった者が近親の者の刈 り取 りを手伝 う｡

また,その年に自分の家の米を消費してしまい, ほかの村人から米をか りた者は,収穫のよ

うな農繁期にその米代を労働で支払わなければならない｡ 収穫期には石油カソ1つの米にたい

して2日間,草むしりの時には3日間はたらかなければならない｡

(2) 水 田 農 業

東南アジアにおける主要な農産物である稲の一番重要な生産様式は, い うまでもなく水田稲

作である｡ 土地が平坦で,降水量が十分にある所か水利 の健のよい場所では稲作が発達 してき

た｡ "ほかの農耕形態 と同様に, 水田農業の伝統的技術は気候 と地形の地方的に特有な条件-

の長期にわたる苦難にみちた適応の結果である｡ これは焼畑農業よりもはるかに集約的な土地

利用形態なので,それが発達 したのは注 目すべきことである｡

閏の面を水平にすること,あぜをつ くること, それに必要におうじて水田のテラスをつ くる

ことによって土壌侵蝕のたえざる脅威にたいする効果的な保護と, さらには何千年 とはいわな

いまでも,何百年間も土壌の肥沃度をうしな うことなしに, 大部分の地方で耕作がつづけら来

てきた｡これは漕親水や大水がはこんで くる肥料分によって, 水田土壌の肥沃度が保持されて
8)

いるからである｡"

メサ リアソ地方の谷間にすんでいる平地カレン族の経済をささえるものは, ほかのタイ系平
9)

地民のそれ と同様に水田農業である｡ この技術は山岳地帯からおりてきたカレン族が谷間の住
10)

民であるタイ ･-アン (ThaiYuan)系の北タイ人 (KhonMuang)かラワ族 (Lawa)から

まなんだものであろ {)｡

7) 1964年にはこの距離であったけれども,焼畑の位置は毎年移動するので,時には数キロメートルもは
なれた所になることもある｡

8) Fisher(1964)p.75

9) Pamolo村の場合には短期的な見方をすればこの記述があたる｡ しかし,長期的に見た場合にはタイ
族が北方からこの地方に移動してくる以前にカレン族はラワ族と同様に,平地の住民であったのかも

Lれない｡,これについては,べつの機会にのべることにする｡
10) Mom-KhTller系の1族｡
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平地の Pamolo村ではカレン暦の LaSa(5月中旬～6月中旬)か ら DeiNya(6月中旬

～7月中旬)にかけて, 田のあらおこしがおこなわれる｡ DeiNya の月には田に擢親水が導

入される｡ この月には苗床が 田の一部につ く

られ,月の後半から,つぎの LaNwe(7月中

旬～8月中旬)にかけて,その苗代に稲もみが

播種される｡

LaKu(9月中旬～10月中旬)には雨期のた

めに河川が増水をし,田畑にも十分水がゆきわ

たるので,田植がお こなわれる｡ それについ

で,ChiMu(10月中旬～11月中旬)とChiSa

(11月中旬～12月中旬)には除草が2-3回に

わたっておこなわれる｡焼畑の場合とはことな

り, 1カ所に連作をしても濯親水や天水が雑草

の発生を抑制するので,除草にかかる手間は相

対的にす くない｡

ChiSaのすえ, すなわち12月中旬にちかづ

くと,ぼつぼつ水稲の収穫がはじめられるが,

本格的になるのは LahNaw (12月中旬- 1月

中旬)である｡

このようにして, 平地の Pamolo村におけ

る1年間の農作業が終了するのである｡

写真4 水稲の収穫｡山地 Karenも数10年
前にThai族か ら水田農業をまなん
だ｡(MaeHaKi)

(3) 経 済 生 活

以上のべてきたように,山地カレン族と平地カレン族の生活圏の地理的条件の差異, したが

ってまたエコロジーのちがいによって, 前者が他の山地民と同様にほとんど焼畑耕作に依存 し

ているのにたいし,後者はタイ族と同様に水田耕作に従事 し, 平地民と類似 した生産様式をと

っている｡

このような状況のもとにあって,山村の HtiToPaと平地村の Pamoloのカレン族の経済

がどのようにいとなまれているかここでのべることにしよう｡

まず,HtiToPaでは村の付近一帯の土地は大昔から‖村のものりであって,村にmember-

shipをもつことと,村の土地をたがやすことはまった く同義語である｡

全戸数24軒中22戸までが焼畑をもっている｡ すなわち, 村全体で92パーセントの戸数が畑地

を保有 しているのである｡ その例外の2軒のうち, 1軒は80-90才 ぐらいの老婆なので, 近親

者によってやしなわれている｡ いま1軒の家は戸主が労働者 として村外にいつもはたらきにで
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冒

局

月

局
冒

表 1 カレン族の農業と儀礼

ているので,焼畑をする余裕がないのである○ ちな射 こつけ くわえると,現在このあた りの山

地 カレン族がおこなっている焼畑農業は 7団式農業である○ 各戸とも村の周掛 こ7カ所の焼畑

候補地をもち,毎年そのなかで1カ所だけを焼畑 として利用するのである｡

村人のほとんどの者が焼畑をもっているのにたい して, 水田は24戸車わずかに6戸 しか所有

していない｡ これは全戸数の25パ-セントにしかあたらない｡ 1戸あた り1raiか ら3raiま

での所有面積であるけれ ども,焼畑の場合と同様に, 汗確な測量がおこなわれたことがないの

で,実際の面横はわか らない｡

一方, Pamolo村では村が平地にあり,商品流通のただ中に位置 している関係で,上地が商

品として離合集散する｡ 全戸数50戸車28パ-セソトにあたる14戸が自分の水田を所有 している

だけである. このほか22パ-セントにあたる11戸が メサ リ7ン(ハ地主か ら勅f-1をか りて,耕作

している｡ 水田所有者は 1-6raiの水田をもっていて,1戸あた り平均約 :う･3raiである｡
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畑については各戸 とも家

の周囲か村のまわ りに 1/4

-4raiぐらいの土地をも

っていて,バナナ, ココナ

ツ,こしょう, ピーナツ,

大豆,いんげん豆,さつま

いも,砂糖きび,タバコ,

野菜,マンゴー,パパイア,

陸稲,カノン果樹などを栽

培 している｡ しかし,いず

れにせよ, 1戸あた りの所

有面積の平均が 1.5raiに

写真5 焼畑における稲の脱穀.この場所は一種の "聖域''
で,働く者以外ははいることもできない｡
(MaeHaKi)

すぎないので,商品作物を

生産する余地はほとんどない｡
●●

家畜や家きんについては,山村も平地村 とも差異はなく, HtiToPa村でも Pamolo村で

も水午,豚,鶏を飼育している｡ 水牛は水田耕作には役牛として不可欠な家畜 であると同時

に,収入のす くないカレン族にとっては,かけがえのない現金収入源であるようだ｡ またこれ

についで,豚は収入源としても,また儀礼用としても重要な家畜である｡ 水牛とはことなり,

女子にでも飼育が可能なために, 豚は "女性の "家畜 といわれ,もっぱら一家の主婦か娘がそ

の飼育にあたっている｡ 年頃になり,娘が豚 の飼育 に本腰をいれはじめると,村人はその娘

に,いよいよ結婚適令期がきたとひやかすのがつねである｡ それは豚が結婚準備のためのたい

せつな資金源にもなるし,鶏と同様に,結婚の儀礼にも必要だからである｡

HtiToPa村では24戸中16戸が水牛をもっていて, 1戸あた り最低1頭から10頭を保有 して

いて,平均 3.7頭の水牛を飼っていることになる｡ 豚は13戸が飼育していて, 1軒で 1頭から

6頭 ぐらいもっている｡ 鶏は大部分の家で多少とも飼っているけれども,ほとんどが野放 し状

態であるために,実数はつかみにくい｡ 夜間には山猫やひ ょうなどの野獣か ら鶏をまもるため
●●

に,家の高床の下につ くった小屋 らしきものにいれることで,わずかに家きんの面目をたもっ

ている｡

Pamolo村では50戸中18戸が水牛を保持 していて, 1戸あた り1頭から6頭, 平均 3.2頭飼

育 している｡ 豚は20戸が飼っていて, 1軒あた り平均で 2.2頭もっている｡ なお, 鶏について

は,HtiToPaと同様に,ほとんどの家で飼育 しているけれ ども,数の増減がはげしいので,

実数はつかみに くい｡
●●

以上, HtiToPaと Pamolo両村に共通している家畜や家きんについてのべてきた｡ しか
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し, このほかに山村で飼育 していて,平地村では飼育 していない家畜が2種類ある｡ それはヤ

ギと象である｡ もっともヤギはここでは経済性はほとんどもたず,HtiToPa村では宗教指導

者 (Sapga)が悪霊 (damuxa)よけのために銅育 しているとい う｡)

一方,象はカレン族にとっては経済的に重要な動物であるとともに,一種の statussymbol

をしめす家畜なのである｡ カレン族が 1頭 1頭の象に名前をつけるほど愛着をしめしているさ

まは, ヒマラヤ山脈の高地にすむチベ ット人やシェルパ族のヤクにたいする態度を思わせるも

のがある｡ HtiToPa村では14戸が象を所有していることになっている｡ しか し,村にいる象

のどれ 1頭をとってみても, ある特定の個人とか 1軒の家で所 有 してい る ものではな く,村

内,村外の縁者,親戚か友人 と共有 しているのである｡ すなわち,そのひとつの理由としては,

象が人間よりも長寿であるために,遺産相続などによって, 所有権が分割されてゆ くのと,他

の理由としては,象が高値なために,何人かの者 と共同購入 して,労役につか うか らであろ うo

Lか し,タイ国北郡全体 としては,テ ィーク材の過伐のために, 林 業が斜陽 産業であるため

に,象もかつてもっていた経済的意義を うしないつつあ り, その傾向は トラックなどの発達に

より決定的に促進されているように思われる｡

村外の賃労働にたいする山地カレン族 と平地カレン族の態度の差異は興味ぶかい｡ 山地 カレ

ン族 といえども,現金の魅力は十分に知 っているけれ ども, 象による材木 とか物品の輸送のほ

かは,村外にでて現金収入をもとめない｡ それは山地カレン族が平地民にたいして警戒的であ

i),あまり接触を したがらないとい う理由のほかに, 山村にたいする商品経済の侵入がまだそ

れほどではな ぐ〔,村落経済に自給自足性がつよいか らではないだろ うかO

しかしなが ら,一方平地カレン族は上地が十分にな く, 農業だけでは生活できないので,料

外に出かせぎにゆ く者がす くな くない ｡〕くわえて, Pamolo村の場合は メサ リアンの町か らわ

ずか 2キロメー トルあまりのところにあるために, 商品経済の村落経済にたいする影響はたい

-んにつよいものがある｡ それゆえ,平地カレン族の生活には現金は不可欠なものになってい

る｡ Pamolo村50戸の うち,す くな くとも30戸か らは 1-3人 ぐらいの者が村の内外で賃労働

を している｡ 大部分は メスラ-タJH(Mae(-)rata)をこえて, メサ 1)7ソの町にはた らきにゆ

く｡ 職種は雑多で,使いばLり,庭つ くり,木 こり,溝掘 りなどで, 1日5バ-ツから30バー

ツぐらいかせいでいる｡

このほか山村ではあまり見られない経済活動は, Pamolo村からは毎朝のようにカレンの女

が付近のタイ人の女のようにてんびん棒に野菜やノミナナ,タバコなどをいれて, メサ リアンの

町にある市場まで,商売をLにゆ く｡ しかし,商品の量がきわめてす くないために,村落経済

を決定的にささえているものとは思われない｡
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3 信 仰

山地カレン族にいわせると, 仏教化した り,キ リス ト教化 したカレン族はほんとうのカレン

ではないとい う｡ このように,カレン族がカレソ族としての資格を保持する第1の条件はアニ

ミス トであることのようである｡ 換言すると,カレソ文化の本質はアニミズム, すなわち精霊

信仰であるといえよう｡

ここではその精霊信仰にかんする儀礼を中心として, 山地カレン族と平地カレン族の社会を

浮き彫 りにするうえで不可欠のものだけに焦点をあてることにしよう｡

(1) 農 耕 儀 礼

Pahmekoと Luxuの儀礼

HtiToPaでは焼畑に陸稲を播種する時に, 御飯を木の株の うえにおいて, 精霊をよび,

祈 りをあげる｡ 昔は豚や鶏をいけにえにして儀礼としていたけれ ども,今 日では御飯 しかもち

いない｡それのみではな く,村の古老です ら,この Pahmekoの儀礼をおこなう対象の精霊の

名前さえもしらなかった｡

HtiToPaで Pahmekoといわれる儀礼は,平地のPamolo村では Luxuとい う名前でおこ

なわれている｡

Luxuの儀礼にさいしては,畑に竹で図1のような祭壇をつ くる｡ これは元来北タイ人が地

のぬし (ChaoDin)に捧げた儀礼からまなんだもので, カレン族は図2のような祭壇を伝統的

にはもちいていた｡ このあた りにも平地カレン族の平地民化の姿をかいま見ることができる｡
ll)

播種がおわった時に, 畑の所有者は村の Sapgaを司祭にたのみ,Luxuの儀礼をとりおこ

図1 北タイ文化の影響をうけた Luxuの祭壇 図2 カレソ族古来の Luxuの祭壇

ll) 前述のように,村の宗教的,精神的指導者で,山地カレン族は Hikoともいう｡
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な う｡ 鶏 2羽と酒 1本が通常用意される｡ 2羽の鶏はさっそ くいけにえに供され,血は祭壇の

柱にぬる｡ 酒は図 1でもしめされているように,祭壇にささげられる｡ 宅畑ま料理され,つめ,

肉,内臓は御飯 といっしょに祭壇にささげられる｡さらに, 肉と内臓の一部は木の切 り株のう

えにのせて,精霊に祈 りをあげる｡

以上のように,平地カレン族の場合には Luxuの儀礼がかなり保存されている｡ しか し,慕

者にこの儀礼がなんとい う精霊にささげられているかと質問すると, まった く精霊の名前を L

らず, なかにはタイ人が精霊一般にもちいる呼称 Piといった者がいたのが印象的であった｡

このあた りにも,平地カレンの文化変容の方向が暗示されているC,

TaluTaphaduの儀礼

別名を TaluphaduともLutiboRoとい ､う｡LahNweになると,水田にほぼ水がゆきわ

12ヽ
K'saKoK'sa(水地のぬし) という精霊にたL､

して,TaltlTaphaduの儀礼がおこなわれる｡J

まず,HtiK■sa(水のぬし)のすんでいる潅海

水の取 りいれ口に7枚のはしごC71ついた祭増を

つ くり,儀礼をおこな う｡ 通常はその濯凝滞ク､

所有者 2- 3名がそれぞれ持参 した 2- 3羽の

鶴をいけにえにする｡ 血は祭壇の柱にぬ り,羽

毛は火でもや し,肉や内臓の一部は祭壇にささ

げるO また, 3年に1度は豚をいけにえにLて

盛大な儀礼がおこなわれるとい う｡ 家畜をいけ

にえにする場合には.Sapgaが屠殺者を決完す

る｡

晩になると,村の男性は年令をとわず ローソ
13〕
クをもって,村 の西方に あ る山のふもとにゆ

14)
く｡ そこには KoK'sa(地のぬ し)がすんでい

て,儀礼用の小屋がある｡

そこではもし豚がいけにえとしてKoKsaに

ささげられる場合には,豚 の頭 をたた いて殺

す｡肉は料理 し,内臓やひづ めとともに祭壇に

写真6 山村のSapga｡かれはこのあたりに
かつて存在した longhouseの最後
の目撃者である｡(MaeHaKi)

12) これを山地カレン族などでは TiK'chaKoK'chaと発音する｡

13) 昔使っていたみつろうのかわり｡

14) 別名 PaduK'saという｡

- 51-



東 南 ア iyア 研 究 第 3巻 笥5号

ささげられ, Sapgaは祈 りをあげる｡ その後, TaluTaphaduの出席者は既婚者と未婚者に

わかれて,Sapgaのイニシアテ イヴのもとに酒盛 り,ついで食事がおこなわれる｡ この儀礼の

ために,各戸からおすとめすの鶏ひとつがいがもちよられ, 出席者には鶏料理が平等に分配さ

れる｡ 最後に Sapgaが HtiK■saKoKtsaに祈 りをささげ,この儀礼をおわる｡

Talupoの儀礼

別名を Tibokoともいい,山村の HtiToPaでおこなわれる儀礼である｡ これはおそらく

平地の Pamolo村でおこなわれているTaluTaphaduの退化したものではないかと思われる｡

LaXoの月に濯海溝でおこなわれる｡ 昔は2段になった手のこんだ祭壇をつ くって儀礼をお

こなっていたけれ ども,今 日では6本の柱のうえに1段の簡単な祭壇をつ くるだけである｡ 祭

壇につける階段もしだいに単純化されてきた｡ 昔は 5段もしくは7段のものをつけていたけれ

ども,現在では3段の階段を使用している｡

今 日では鶏だけがいけにえに供され, 祭壇にその血をぬり,羽毛をは りつけ ているけれ ど

も,昔はそれと同時に豚もいけにえにされて,肉とともにひづめも祭壇にささげられた｡ 祭壇

にはそのほか御飯もそなえられる｡ この儀礼は畑でおこなわれる Boaxuの儀礼と同様な宗教

的意義があるとかんがえられる｡

Boaxuの儀礼

この儀礼は山地カレン族も平地カレン族も陸稲の栽培についておこなっているので, 平地に

ある Pamolo村のように水田稲作を中心とする農業をいとなむ所では比較的なおざりにされて

いる｡ しかし,山村の HtiToPaのように焼畑による陸稲の栽培をしている所では,かなり

はっきりとした形態で残存している｡

山村では Boaxuの儀礼はつぎの5つの部分にわかれている｡

伍)Kakeの儀礼

小型の寵をつ くり,莱,とうがらし,べ テル ナ ッツ, 米ぬか,稲の

葉などをいれて,陸稲の り敵"に "たべて"もらい,それに畑からた

ちさってもらう｡

(B) Tatamoの儀礼

鶏をいけにえにして,その血を稲の葉にそそぎながら祈蘭をする｡

(C) Chexuの儀礼

-び,なき鹿,蘇,鳥などの諸動物にや どる精霊のわざわいから畑

ではたらいている村人をまもるためにおこな う｡ 図 3のようなものに

米と米ぬかをまぜていれて,その うえから鶏の血をそそぐ｡

(D) Lumeの儀礼

この儀礼は焼畑とたい-んに関係のふかいものである｡祭壇 (dapo)
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にもえさしの薪か炭をささげ,火の精霊 Mikasaに焼畑の成功を祈る｡

(E) Pechoxuの儀礼

して,とうが らし,堤,潤,稲の葉とともに HtiK､saKoK'saにささげ,農作業に従事して

いる者 と畑の安全をいのる｡

Obukoと Sebuboの儀礼

この2種類の農耕儀礼は,稲作の収穫儀礼である｡ 一般には Obukoの儀礼を収穫のまえに

おこない,Sebupoの辰礼を収穫のあとにおこな う｡ しか し,山村の HtiToPaでは2つの儀

礼をいっしょにして,収穫儀礼として収穫のまえにおこない,Obuk()とよんでいる｡

儀礼にさきだち,畑の所有者か ら陸稲の初穂をとってきて,それをた く｡ 川からは魚やカニ

をとってきて料理をして,御飯 とともに, いろりにある三徳がわ りの 3佃 の右 の うえにのせ

て,精霊にささげる｡ この儀礼にさいしては山地カレン族のもっともたいせつな家財道具であ

る食台 (sabi),とうが らしをつ く石の乳鉢,米をいれる寵に草の葉をむすびつける｡食台は前

日に使用したものをあらわずに儀礼にもちいるのは興味ぶかいことである｡

平地のカレン村 Pamoloでは,本来のObuko

のほかに Sebupoの儀礼がおこなわれている｡

そのため脱穀をする場所に ちい さな祭壇 をつ

くる｡ そこに精霊 Pibiyoをまねき,鶏 の いき

血を祭壇にささげて収穫 を感 謝す る｡また,

Pibiyoは田のなかの カニ穴にすんでいるとい

われているので,そこの土をひとつかみとって

きて穀倉にお く｡ 所によっては土のかi-)りに机

の羽毛をつか うところがあるとい う｡儀礼に使

用した鶏は料理 して,家人がたべる｡

Ku)eBuKulaの儀礼

水田にか んする農耕儀礼で,お もに Pamolo

のような平地の村で bこなわれている｡脱穀す

るまえに寵のなかに 1羽の鵜をいれて,水田を

あるきまわる｡ その後,鶏をいけにえにして,

図4のように脱穀場につるす｡ 稲穂をたた く所

には御飯をそなえる｡ また,カレン族の儀礼の

例にもれず酒もそなえ, BuK､sa(稲のぬし)

写真7 平地 Karen の水田における収穫儀
礼｡(MaeKoKi)

に祈 りをあげる｡このような儀礼をおこな うと,

脱穀のさいに収穫量が増加すると信 じられている｡
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御 飯

稲穂を
たた く所

鶴
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図 4

LutL5Pob盃 の儀礼

水稲の収穫や脱穀のような農耕儀礼がすべて終了すると, Pamolo村ではこの儀礼がおこな

ゎれる｡ 田の所有者が司祭して,/ミナナ,シャグリーの果実,タノミコ,酒,御飯･カレー汁な

どを HtiK･saKoKsaにささげて感謝をする｡ これは一種の収穫祭なので,村人がこぞって

参加しておこなわれるといわれる○

(2) その他の儀礼

農耕儀礼のほかにい くつかの儀礼が存在しているけれども, そのなかでもっとも重要と思わ

れる Kisuと 0Xeの儀礼にふれようo
16)
Kisuの儀礼

この儀礼はこのあた ｡のカレン族のあいだでしばしばおこなわれるたいせつなもので, 山村

でも平地村でも観察することができる｡

まず,山村の HtiToPaにおける Kisuの儀礼の模様から記述することにしよう｡ 司祭役

の Sapgaが儀礼をする家の入口で, 高床にかかっているはしごを食事のしゃもじにつかって

いる竹の棒でたたきながら, 口のなかでぶつぶつと祈 りをあげる｡ そのさいに Sapgaのわき

にはかご(komえ)がおかれる｡ そのなかには酒が1本,既婚者用の婦人のカレン服の上衣 とス

ヵー ト,布,ちまきのような白いもち,ごまいりのもち, 鶏2羽,茶わんなどがいれてある｡

sapgaは竹のしゃもじで鶏の頭をたたきながらまた祈藤をおこな うoその直後に 2羽の鶏は家

人によってひね り殺される｡ それをす ぐに水あらいをして,室内にもちかえる｡ いろりはたで

鶏の頭から足まで火にかざし,それから羽毛がむしりとられる｡ この鶏は料理され,カレーと

して食事に供される｡

その晩にはこの儀礼の一環 として,Kwesiがおこなわれる｡ Sapgaは湯のみ茶わんから酒

を1滴ずつ指をつかってゆかにたらし, 祈 りをあげる｡ そのさいには家人一同は Sapgaの方

向をむいて,仏教式の合掌をおこなう｡ しか し,Kwesiに参加している他の村人たちは大声で
_ __ - ~1

15) 山村では所によって KichiIと発音する.
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談笑し,この儀礼にはまった くといってよいほど,おごそかな雰 鋭気がない｡ 祈藤がおわる

と,Sapgaがまず酒をのみ,つづいて家人をふ くめた村人たちがまわしのみをする｡やがて,

utえという謡曲のような合唱がほてしなくつづき,また 時には思いだしたように祈 りがあげら

れる｡

この儀礼のさいに家族の者の手首に木綿の糸がまきつけられる｡ これが本来の Kisuの意味

である｡

Kisuの期間中には村では物品の売買はもちろんのこと,品物の移動すらも禁 じられる｡

この儀礼は農耕儀礼のように定期的におこなわれる性質のものではないようである｡ 必要に

応じて Kisuがおこなわれる｡ 筆者が HtiToPa村に滞在中に Kisuの儀礼がおこなわれた

時も,村の子供が死んだために,村人は不吉 (tachu)だからといって,それから9日目にふた

たびおなじ儀礼をおこなった｡

一方,Pamolo村ではほとんど同様な Kisuの儀礼がおこなわれているけれ ども,山村とく

らべると,Kwesiが多少複雑なや り方でおこなわれている｡

Pamolo村では Kisuの司祭は Sapgaである KwesiKoと村長 (Ke)の KWesiDaの2

人によっておこなわれる｡ 村長は副 Sapgaの資格で KwesiDaをするのであろう｡

儀礼は KwesiKoの Kwesiにより開始される｡ HtiToPa村の場合と同様に,Sapgaは

茶わんにいれた酒を祈宿をしながら指で 1滴ずつ床にはじきおとす｡その後,Sapgaは御飯用
16)

のしゃもじで食台をたたきながら祈 りをあげる｡ それと同様に参加者の最年長の女がしゃもじ

で食台をたたき所蔵をする｡

食台の上には鶏肉のカレー,ちまきのような白いもち (met6), ごまいりもち (metopi)な

どがおいてあり,食台のまわ りには数個の中型のⅢLに御飯がもりあげてある｡ 食台と皿のあい

だには何本かの木綿の白糸がおかれ,それは手首にまきつける Kisuにもちいられる｡ Sapga

や家の老人はその糸をとりあげると, そこにでている食物や酒にひとまわ りふれさせてから,

家人の手首にまきつける｡

この儀礼をしている部屋は家の寝室にあたるが,Sapgaはその柱の所にゆき,ふたたび床に

酒をたらしながら,Kwesiをおこな う｡ そのさいに家人は合掌をおこない,Sapgaといっしょ

に祈篠をおこなう｡ それか ら酒は家族の者にまわされ, 同騎している他の村人にもふるまわれ

る｡ 一同に酒がひとまわ りすると,Sapgaもその酒盛 りに参加することができる｡ そのあたり

からutaとい う哀調をおぴた合唱がはじまるのもHtiToPaとおなじである｡ やがて,Sapga

のイニシアティヴのもとに食事が開始される｡

酒のぴんに最後に残った酒はすこしずつ-らして, ちょうどつかっている茶わんの 1つにい

っぱいになるようにする｡ これはカレンが縁起をかつ ぐせいか,一同おおさわざをしておこな

16) 山村と同様 sabiとよんでいるが,アルマイト製の大型の盆である｡

- 55-



乗 南 ア L77 研 究 第 3巻 第5号

う｡ その茶わん最後のいっぱいの酒は,家族のなかの長老の男子が Kwesiをおこなう｡ その

時にも家族一同が合掌 して,祈薩に参加することはい うまでもない｡ このようにして,儀礼は

終了する｡儀礼の終了にあた り,KwesiDaが祈 りをあげる｡

儀礼をおこな う3日間は手首にまいた糸をきってはならないし, 村内における品物の売買,

移動は禁止されている｡

山村でも平地でも,Kisuの儀礼はHtiK'saKoK'sa(水地のぬし),KachakachaKalukacha

(山の精霊),DakachaLokacha(家の精霊)にささげられたものであるとい う ｡ しかし,平地

の Pamolo村では,Kisuは仏陀にささげられるものであると ‖誤解=している者もいる｡ こ

れは平地カレソ族が平地民化しているあらわれともいえるが, 同時にカレソ族がタイ人と =ぉ

なじ'であるとい うことを筆者のような外部の者に誇示する =故意の誤解､'かもしれない｡

Oxeの儀礼

この儀礼は HtiToPaのような山村でも,また Pamoloのような平地村でもおこなわれて

いるもので,家の精霊 Muxapaduと悪霊 Damuxaにささげられたものである｡ 0Ⅹeはこの

ようにスコ一 ･カレン族だけではな く,ポ- ･カレン族 (P●woKaren)などでもおこなわれて

いるところを見ると,カレン文化にかなりふか く根ざしている儀礼といえよう｡ 両カレン万言

で 0Xeとよばれているけれ ども,スコ一 ･カレン語で時には Obwaとい うこともある｡

0Ⅹeの儀礼の司祭役 Ⅹekoはポー ･カレン族の場合だと,男性でも女性でもそれをつとめる

ことができるけれ ども,スコ- ･カレン族の場合には女性しか Ⅹekoの役をするわけにはゆか

ない｡いずれの場合も,一家の主婦が Ⅹekoになることが儀礼をおこな ううえでもっとものぞ

ましいのである｡ しかし,この時に必要な資格 としては,主婦が "罪リをおかしていないとい

うことである｡ もしそ うだと,精霊のいか りにふれて,一家が翌年に食糧不足にみまわれる心

配があるからだと信 じられている｡

ポー ･カレン族では主婦が病気などで Ⅹekoとして司祭役ができない時には,主婦の父方の

祖父 (pu)がその役を代行することができる｡ しか し,まえにものべたように男が 0Ⅹeの司

祭をすると,儀礼があまり有効ではないといわれている｡

スコ一 ･カレン族の場合には,Ⅹekoには主婦の代役 として長女 (pomu)が第1候補である

けれ ども,もし結婚などで家をはなれている時には次女, それ以下の娘も不可能ならば,まご

娘 (limu)が Ⅹekoの役割をはたす｡ また, まんいち家族のなかにこのような女性がいない時

には,別の方法で儀礼をすることをかんがえなければならない｡

ここで興味ぶかいことは,0Ⅹeの儀礼では女性が Ⅹeko としてたいせつな役割をはたすだ

けではな く,儀礼の単位がいわゆる1軒ごとにおこなわれていないということである｡ 図5の

ように,母系を中心に儀礼集団が形成され,これをスコ一 ･カレン語では taduxoとよんでい

る｡ この集団の編成原理は現在までのところ十分にわからないけれ ども,す くな くとも James
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HalTlilton がポー ･カレン族の研究により,カ

レン族に matrilineageがあるとした記述は,

この taduxoにかんするかぎり適用できないこ

とだけはたしかなようである｡

0Xeの儀礼では豚がいけにえに供される｡ そ

の方法はスコ一 ･カレン族の場合だと,さし殺

すけれ ども,ポー ･カレン族の場合には豚の口

か ら水を注入して,これを溺死させる｡

陳がいけにえにされると,Ⅹekoが所蔵をす

る｡ 豚はその後火にかけて,あぶ られる｡ スコ

- ･カレン族はそのまえに豚か ら内臓をとりだ
図5 0Xeの儀礼集団

し心臓や肝臓をしらべて,つぎの年の運 ･不運を うらな う｡

豚の肉と内臓は料理 して儀礼の参加者がたべるけれ ども, 頭部は豚の体からきりはなして,

鶏や酒とともに寵のなかにいれて森林に持参 し,カレン族のいちばんおそれているdamuxaに

それをささげるとい う｡

ポー ･カレン族の場合には,豚を殺 した直後に,豚に刃物をさして,血をだす｡ その血を手

につけて祈 りをあげると,参加者は "罪日か らす くわ,軋るとい う｡ その後は豚の体に棒をさし

て,内臓をいれたまま火であぶるといわれている｡

豚の肉と内臓はスコ一 ･カレン族 もポー ･カレン族 も身内の者だけではな く, 他の村人にも

分配する｡

4 社 会 組 織

(1) 家 族 と 親 族

"特殊化 した政治的, 経済的諸制度が未発達な社会においては, 他の社会ではもっと精練化

した機構が独占している統治,生産, 交換などの機能のかな i)の部分を親族集団が担当してい
17)
る｡"それ散, ここで家族を中心 とする親族集団にふれることにより, カレソ社会を多少浮き

ぼ りにすることができるであろう｡,

㈱ 家 族

カレソ族は HtiToPaのような山村においても, Pamoloのような平地村においても,倍

住形態,社会,宗教,経済などにかんする基本的な単位はい うまでもな く家族である｡ カレン

族の家族は理想的には母盾的単婚家族 (matrilocalnuclearfamily)で,構成員は男とその妻,

未婚の子供たちからなっている. この単婚家族は 1軒の家屋を所有 しているO たいてい,結婚

17) 石urling(1963)p.71
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の時に親から分離して,1戸をかまえることが

おおい｡カレン族は結婚後の居住形態として一

般に母居性をこのむので,村内もしくは村外か

らの男子が女の家に婿入 りし,おお くの場合に

は妻方の両親のとなり,もしくはそこに土地が

十分にない時には村内のほかの所 に家をたて

る｡

山村の HtiToPaでは全体の25戸のうち,

単婚家族が 18戸で72パ-セントにあたる｡ の

こりの30パーセント弱のうち全体戸数の20パ

ーセントにあたる5戸がいわゆる最少拡張家族

(minimalextendedfamily)である｡ この最

少拡張家族の大部分ももともと単婚家族であっ

たところに,女のがわの両親のいずれかが死亡

して,それに くわわ り,生計をともにするよう

になったのではないかとかんがえられる｡

谷間にあるPamolo村では全戸数50戸のうち

44戸が単婚家族であり, じつに88パーセントに

あたる｡ 最少拡張家族をのぞ くと,"本来の"

写真8 豚のえさをつくる少女｡家畜の世話
は女の仕事である｡(Pamolo)

表2 HtiToPaと Pamoloの家族形態 表3 HtiToPaと Pamoloの家族構成

Fii蒜o旧 moloI

竃 ｢耳 ~訂 1%8

家 族 形 態

NuclearFamily

l

ExtendedFamily
*NF+WiMo

刺 ExtendedFamily

NF+WiMo+WiBr

NF+Da十DaHu

NF+WiBr .

NF+WiSiHuBrWiM｡ 』

計 25r100
*) NFは nuclearfamilyの略語｡

00105
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家 族 構 成

家族の人数

計

HtiToPa村 I Pamolo 村

f'.

2

3

4

5

6

7

8

9

10

2

3

4

5

4

2

2

8

6

10

13

4

5

1

1
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拡張家族 (extendedfamily)はわずかに全戸数の10パ-セントにすぎない｡

いずれにせよ,カレン族の家族のあり方は山村においても平地村においても,基本的な差異

はないようにおもわれる｡ HtiToPaとPamolo両村の家族形態の詳細は前貢の表 2のごとく

である｡

家族構成の面からみると,前頁の表 3のとおりである｡

山村の HtiToPaでは1戸あたり平均 4.8人,平地村の Pamoloでは4.3人が家族の構成

員である｡

(B)H W

結婚後の居住形態については前述のごとく, 母属性がカレン族の家族のあり方の =理想''に

なっている｡ 山村の HtiToPaもその例にもれず,20組の夫婦のうち70パーセントにあたる

14人の夫が村外からこの村に婿として婚入している｡ 妻が村外からこの村に婿入しているのは

わずかに10パ-セント, 2例にすぎない｡ そjlも2人ともわずかに2キロメ- トルぐらいしか

はなれていない MaeHoKi村出身である｡

一万,平地村の Pamoloでは村内の全夫婦44組のうち,組合せの不明な6組の夫婦をのぞ く

と,全体の47.3パ-セントにあたる21組の夫婦の場合, 夫が村外からこの村に婚入したのであ

る｡ 妻が村外から Pamoloに婚入したのはわずか全体の11パーセントにしかあたらない5例に

すぎない｡しかも,その5名の女性のうち, 3名が北 タイ人であ る｡ このように 3組の例は

=特別な =ヶ-スであり, したがって, ここのカレン族にとっては, 父居的婚姻 (patrilocal

marriage)はむしろ例外であるといえよう｡この意味では山地カレン族も平地カレン族も基本

的にはおなじ婚姻形態をとっているといえよう｡

ところが,通婚圏については,山村と平地村とはきわめて対照的である｡ HtiToPa村の場

合は村を中心に半径 10-15キロメー トル以内の数力村が通婚圏の中心になっているのにすぎな

いけれど,Pamoloになると通婚している村はじつに24カ村にわたり, 通婚圏は半径数10キロ

メ- トルにおよんでいる｡

このような通婚圏の広さ, 狭さの問題は山地カレン族と平地カレン族との平地民化の差異を

しめすのであろうし,その背後には山地と平地の交通の便, したがってまた社会的流動性のち

がいも影響しているのであろうぐうまた,それとはふかい関係をもっことであるが,山村と平地

村のコミュニティーとしての性質の相違もかかわ りあいをもっているとおもわれる｡ この村落

の性質についてはコミュニテ ィ-のところでのべることにしよう｡

以上,山地カレン族 と平地カレン族の家族についてのべてきたので, ここではそれを総括し

て,カレン族の家族についてまとめてみることにするO

カレン族の家族にかんする基本的特徴はだいたいつぎの3点に要約することができるだろうo

(1) 単婚家族か最少拡張家族が大部分である｡
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HtiToPa村 (20組の夫婦)

負)妻がこの村出身の場合,村外からきた夫の出身地
Fuedio 4(名)

MaeHoKi 3

Maelai 2

HoePaya 1

(B)夫がこの村出身の場合,村外からきた妻の出身地

MaeHoKi 2名 (lo艶)

(C) 夫も妻もこの村出身 4阻 (20%)

PoPaKi

Pachi

MaeUranoi

HanuMa主

Pamolo村 (44組の夫婦)

め)妻がこの村出身の場合,村外からきた夫の出身地
BanPon 2(1名は北タイ人) UpoKi

Umen 2

MuangPai 1

MaeSapu 1

MaePuKi 1

MaeCham 1

MaePang 1

WanRam 1(北タイ人)

MaeEtKi 1

BanPe 1(ラワ族)

(B)夫がこの村出身の場合,村外からきた妻の出身地

TahRam 1(北タイ人)

Kapa 1(北タイ人)

Tonglem 1(北タイ人)

(C) 夫も妻もこの村出身

(D)夫も妻も村外出身

夫が TepoK15出身

妻が MaeEtKi出身

(E) 組合せ不明の夫婦

11組 (25%)

1組 (2.3%)

6組 (13.6%)

MaeToklo

MaeLanG

MaePoklo

Hsaw Hteet

MaeSariengの南方

MaeSariengの北方

タイ国中部

ビ′レマ

計

MaePang

山 村

計

表4 通 婿 の 形 態
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1

1

1

1

14名 (70%)

1

1

1

1

1

1

1

1(中部タイ人)

1(タイ系ビルマ人)

21名 (47.3%)

1

1

5名 (ll.4%)
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(2) 各家族ともおお くの場合には独立した経済単位である｡ それらは山村では焼畑により,

平地村では水田により稲作農業をいとなむ｡ 各家族は田畑のような不動産のほかに,若干

の水牛,豚,ときには山村で象などの動産を所有 している｡

(3) 家族は儀礼の単位であり, 伝統的にはい くつかの農耕儀礼や 0Xeのような家の儀礼を

おこな う｡

前述のようにカレン族の典型的な家族は, 両親 と未婚の子供たちの2世代をふ くむ単婚家族

か,おお くの場合, 妻方の両親のどちらかが死亡 した時にその片親が同居して形成する最少拡

張家族である｡ 婚姻後の居住形態については,母盾的であることがおおいけれ ども, それは絶

対的な法則ではな く,のぞましい居住形態であるとい うにすぎない｡ 家によって娘がいない場

合には男の子が嫁をもらうこともある｡ いずれの場合でも, 子供の うちいちばんわかい者が家

にのこり,家をつ ぐことがおおい｡
18)

このようなカレン族の家族は Freemanの定義によれば, 永続的共同合体 (perennialcor-

porationaggregate)であり,出生, 養子線紋,結婚,死亡などによって成員の変化があった

としても,不動産,動産などの財産を共有し, 世代から世代- とそれをったえてゆ く社会組織

である｡

カレン族の個人はある特定の家族の成員としてうまれ, 同時にひとつ以上の家族に属するこ

とはできない｡ 個人は自分の属する家族にだけ,だいたい均分相続的原理にもとづいて,財産

権を主張することができる｡ ')ま/才tた家の財産にたい Lては,養子にゆ くか,死亡するか,結

婚するかにより,その権利を喪失する｡

(C) 親 族

カレン族の親族組織にはあたかも母系的要素が存在 しているようにのべている人類学者がい

るけれ ども,筆者の調査したかぎりでは家族のところでのべたように, 一応双系的といってほ

ぼまちがいはないであろう｡前述の JamesHamiltonのポー ･カレン族の研究によると,カレ

ン族に matrilineageが機能をもっているような印象を うけるが賛成できない ｡

相続にかんして HtiToPa村の調査をおこなったところ, あきらかに双糸的であった｡婚

姻後の唐住形態に母居的傾向かつよいのに くわえて, 末子相続的傾向があるために,不動産の

相続は娘,とりわけ末娘がもらう場合がす くなくない｡ しかし,これが絶対 的な法則ではな

い ｡ 息子も結婚後村内にとどまる時には親から田畑の一部を相続することができる｡ ちなみに

つけ くわえると,結婚後の居住形態はまえにものべたように, 母盾性がこのまれるけれ ども,

そのほかに大方か妾万のどちらのがわに, より多 く土地があるかということが居住形態を決定

するのに重要な要因になるようだ｡

水牛や豚などはだいたい子供に平等に分配されるようだ｡ ところが象は高価なために頭数に

18) Freeman(1960)p.67
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知

識
7

i7

7
望
渦

潮

3
鹿

瀬
5
亜
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制限があるので,用役権のみが均分に相続される｡ 子供のうちのだれかが象の飼育を担当し,

時に応 じてほかの者がそれを必要なだけ使用するといわれている｡ このようなわけで,大部分

の象は兄弟をはじめとする近親者数名,ときには10名以上の者によって, "共有りされているし〕

親族呼称については表 4にみるように,Egoの兄弟と姉妹 とそれぞれ の配偶者については

ちがった呼称を使用しているけれ ども, そのほかはまったく左右対照型な親族呼称をもってい

て,双系的傾向をしめしている｡ 年令別による親族呼称は厳格にわかれていて,カレン社会の

あり方が示唆されている｡ このほかテクノ-ミ- (teknonymy)が存在 している｡ たとえば,

一家の主婦は ma とよばれるほかに,nu+長女の名前+mu とよばれることがある｡

いずれにせ よ,カレン族の社会組織はタイ族に まさる ともお とらない "ゆるく組織された

(looselystructured)"ものなので, 親族の機能などまことに把握しに くい｡ そのため,前回
19)

の調査ではまことに不十分な資料しかあつめられなかったので, 今回の調査でさらに解明した

いとおもう｡

(2) コミュニテ ィー

MaeSarieng 地方はこれまでに何回か政治的な変化をこうむってきたが, そのようなたか

いレベルの政治的変化は村落 レベルの社会組織にはあまり影響を あたえなかったようにおもわ

れる｡ 村落のようなコミュニテ ィーは単婚家族 と同様に本質的に普遍性をもった社会集団であ
20) 21)
り,また文化全体をささえるもっとも典型的な社会集団であるとかんがえられている｡

そこで, ここでは山地カレン族 と平地カレン族の文化の差異を知るうえで不可欠である両 コ

ミュニテ ィーの性格の相違についてふれることにしよう｡

HtiToPa と Pamolo両村のコミュニティーを くらべて, いちばん顕著な差異は前者のよ

うな山村が血縁村としての性格がつよいのにたいして, 後者のような平地村が地縁村としての

性格がっよいことである｡ もちろん,それは HtiToPa村のコミュニティー編成の原理に地

縁性がまった く存在しないということではなく,また Pamolo村のそれに血縁の原理がほとん

ど作用しないということではない｡ ただどちらかの原理が コミュニテ ィーの基本的編成原理に

なっているということである｡
22)

すでに拙稿でものべたように, このあた りの山岳地帯には前世紀のおわ り頃まではカレン族

の longhouseが存在 していたといわれている｡ HtiToPa村でもいまから70-80年以前に
23)

longhouseがあったことがたしかめられている｡ 村の最古老 といわれるR(約80才)によれば,

19) following-upsurveyとして,1965年11月から1966年6月まで,前回とおなじ所でカレン族の調査に
従事している｡

20) Murdock(1960)p.76
21) Ibid,p.82
22) 飯島 (1965)p.8,Iijima(1965)p.420
23) このあたりのカレン族は12支をもちいないので,正確な年令はわからない｡この80才は自称であるけ
れど,ほぼまちがいないと思われる｡
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"自分が10才ぐらいのときに,longhouseの集会場で皆と食事をしたことをおぼえている｡ そ

の頃は Taluphaduの儀礼もおこなわれていた｡しかし,自分はちいさかったので,当時のこ

とは夢のようにおもいだされるだけである----"とい う｡ このような訳で,すでに今 日では

このあたりの山地カレン族の longhouseの社会組織について詳細は知 るすべもないけれ ど

ち,HtiToPa村における現在の血縁組織ならびにその系譜を中心に,Marshallがえがいた

ビルマの Pegu地区におけるカレン族の longhouseから類推すると,それは西ボルネオのイ

バソ族 (Iban) の longhouseに類似したコミュニテ ィーのようにおもわれる｡ すなわち,

"それぞれの longhouseをつらぬ く原理はひとつのコミュニティーを形成しているというこ
24)

とである｡ 換言すると,村落 と longhouseはおなじものなのである｡''

HtiToPa村のこの longhouseは焼畑農業を前提 とするカレン族の nomadism が停滞す

るとともに解体にむかい, ついに今日にみられるような単婚家族もしくは最少拡張家族の集合

体である自然村に変化 してきたことはすでに前掲の拙稿でのべた とおりである｡ しかしなが

ら,いずれにせよ HtiToPa村は "共通の祖先"をもつ血縁集団とそれに婚姻関係のある者

からなっている典型的な血縁村であることはまちがいない｡

このような HtiToPa村のコミュニテ ィーの社会組織のあり方は土地制度ともふかい関係

をもっている｡ すなわち, この村では村民としての membershipと土地の所有形態とは表裏

一体をなしている｡ 村落の成員以外の者はこの村の飯域で土地を所有することはいっさいみ と

められないのである｡ ごく最近まで村の土地はすべて村の総有制のもとにあり,個々の家族は

ある一定の土地の一時的な占有権をもっていたのにすぎなかった｡とにか く,現在でもHtiTo

Pa村において土地を所有もしくは占有するのには, 2方法しか存在していない｡ それはこの

村に うまれるか,またはこの村の成員と婚姻関係にはいるかのいずれかである｡

これにたいして,谷間の平地村である Pamoloではコミュニティーが HtiToPaとたいへ

んことなった原理で編成されていることはまえにものべたとお りである｡ HtiToPa村の山地

カレン族のように血縁を中心にコミュニティーが形成されているばか りではな く, 他村からの

たんなる移住とか,流出などもみることができる｡ くわえて,この村に婚入 した者のなかに

は, 北タイ人, 中部タイ人, ラワ族などの非カレン系住民もいるし, かつては村人がクメー

ル (Khmer)と総称しているカンボジア人やカム族 (Khmu)も Pamolo村の一員として生活
25)

をしていたといわれている｡ このように他 の民族集団がカレン族のなかに吸収されてゆ くの

は,山村においてほはなはだまれなことである｡ 平地カレン族のこの種の吸収作用はたんに婚

姻関係をとおしてだけではない｡ たとえば, 筆者も Pamolo村に調査のために滞在中何回か

"カレンになる" ことをつよくすすめられた｡ 村人のひとりにその方法をたずねると,〃村で

24) Freeman(1960)p.69
25) これらのカンボジア人やカム族はこの地方のチーク産業の労働者としてはたらいていたのである｡

- 64-



//イ国北西部におけるカレン族の平地民化

おこな う TaluTaphaduに毎年連続で参加し, 陳などをそのたびにいけにえに提供すれば,

カレン族の一員になることができる日 とい うLl いずれにせ よ平地村では筆者のような外国人で

さえカレン族になる道がひらかれているとい うことは, 平地 カレン族の文化をかんがえるうえ

で興味ぶかい｡ すなわち,いかなる者も村に何年か滞在することによって獲得される地縁性を

とおして,カレン族の成員になることができるのである｡

それではこのような平地村の異質的要素を吸収する =開放性りと, 山村の血縁集団を基礎 と

する "閉鍬性''はどのような背景のもとに発達 してきたのであろ ')か(〕

筆者はこれをエコロジカルな適応の差異によるとかんかえる｡すなわち,IitiToPa村のよ

うな山村一帯ではカレン族が他の民族集団に くらべて "多数派‥なので, いかなる情況のもと

にあってもカL,ン族が他の民族集団に吸収されてしまう危険はない o Lたがって, ‖排他的に=

血の "純潔''をたもつことによって民族集団の団結が確保される｡ それにたいして, Pamolo

村のように平地にあり,カレン族が他の民族集団にかこまれて生活 している場合には, カレン

族は "少数派" として,たえず タイ系もしくはラワ系住民などに吸収されるおそれがある｡ こ

のような状態のもとにあっては,カレン族は ‖血の純潔日を犠牲にしても, 文化集団としての

カレン族社会を保持 しようとしているのではないだろうか｡

以上のような社会的,文化的条件のもとにあっては,前述の TaluTaphadu(もしくは Talu-

phadu)の儀礼も山村 と平地村においては根本的に社会的な意義が ことなっているようにおも

われる｡

他

Ilt了lll)1'Il付

HtiToPa村一帯 (矢印は凝集力を示めす) Pamolo村

図6 Taluphadu儀礼の機能
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HtiToPa村にかつて存在 していた Taluphaduの儀礼は,HtiToPaを中心として成立

していた一種の部落達合間の超地縁的秩序 (supralocalsolidarity)を維持するのが主要な社会

的機能であったように思われる｡ しかるに,Pamolo村においては,血縁組織による凝集力の

あまりつよくない地縁村の内部の り団結"をかためる役割をはたしていることは十分に想像す

ることができる｡

図6の模式図は HtiToPa村と Pamolo村における TaluTaphaduの儀礼の社会的意義

の差異をしめしたものであるが, これは山村と平地村のコミュニティーの性格の相違を端的に

あらわしている｡

5 外 界 との接 触

本稿の "はじめに"のところでものべたように, 山地カレン族が平地民の文化 の影響をう

け, 文化変容をはじめている様子は拙稿の ｢タイ国北部における山地カレン族の文化変容｣で

ふれているので,ここではできるだけ重複をさけることにしよう｡

まず,山地カレン族と平地カレソ族との関係であるが,今 日では交通の発達,山地-の市揚

経済の浸透などにより,両者のあいだにある程度の交流はおこなわれているけれ ども,伝統的

には通婿などをふ くむ文化的交流はあまりおこなわれていなかったようである｡

ちなみに, 山地カレン族が平地カレン族やタイ系の平地民を自分たちと比較 してどのように

かんがえているか,ごくおおづかみにのべてみることにしよう｡

(1) 山地カレン族は大声で話をし,あるきかたもはや く,動作はすこしあらっほい｡

(2) 山地カレン族は食事を手でたべながら,あまり口をきかない｡ しかし,平地の人は食事に

スプーンをつかい,よくしゃべ りながらたべる｡

(3) 山地カレン族の娘は未知の人とはあまり長話しをしないけれ ども, 平地民の娘はだれとで

も平気で長話しをする｡ したがって,山地カレン族はかれらを "道徳的"とはおもわない｡

(4) 山地カレソ族は自分の食物がなくても, 客には食事をださなければならないけれ ども,辛

地の連中はかならずLもそ うはしない｡ このような山地カレソ族の義理がたきがかれらの貧

困の原因のひとつだという人もある｡

(5) 平地カレン族はタイ人と同様に, 人から物をもらってもあ りが とうとはいわない｡それ

に,山地カレソ族ほどお礼のことをかんがえない｡

(6) 平地民は 〃独自性"があるけれ ども,山地カレン族は相互依存的である｡

(7) 山地カレン族は元来 うるち米を常食にしているけれども,平地に移住すると, やがて北タ

イ人のようにもち米をたべるようになる｡

(8) 平地に移ったカレン族はまわ りの平地民とおなじようにば くちをするようになる｡

(9) 平地カレン族は警察の目がひかっているために,儀礼用の酒を自分でつ くらず, 買った酒
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でそれをおこな う｡ しかし,それは伝統的精霊信仰をそこなうものである｡

以上のように,山地民と平地カレン族や平地民のあいだには自然的, 文化的なエコロジカル

な適応などの差異により,かなりの文化的壁が存在 している｡

山地カレソ族の平地民化は,前述の拙稿でもふれたように, たい-んに緩慢な速度でおこな

われている｡ その理由として,第 1にあげられるのは, 山地民の焼畑農業の生産力がきわめて

ひ くく,余剰がす くないために, 平地を支配 している市場経済との接触があまり緊密でないか

らではなかろうか｡第 2の理由は, 山地カレン族も平地民の中核であるタイ系住民も双系的で

"ゆるく組織された" 社会をもっているために, 接触がおこなわれた場合でも, 文化変容が急

激におこらないのではないかとおもわれる｡ この点ヒマラヤ山系でおこっているチベット･ビ

ルマ語系住民とヒンドゥー ･カース ト社会との接触のような "強固に組織された" 社会同志の
26)

接触にともなう "劇的な=文化変容 とはかなりおもむきをことにしている｡

一方,平地カレン族は北タイ文化のまっただなかで生活しているので, 山地カレン族に くら

べると,平地民化が多少すすんでいる｡

平地におけるカレン族の平地民化は Pamolo村の住民の宗教生活のなかに端的にあらわれて

いる｡ 村人によると, 数10年昔からこの村のカレン族の仏教化が開始されたといわれている｡

その契機 となったのほ当時 Pamolo村をおとずれた隠者のようである｡村のカレンはその隠者

をカレン族の精霊信仰のなかでもっとも中心的な精霊 HtiK'saKoK'saの出現ではないか
27〕

とおもって丁重にむかえた｡隠者は村の家々に仏壇の原型である祭壇 (poda)をつ くらせて,

毎日ご飯,花,水などを捧げることを命じた｡はじめの頃は現在の HtiToPa村におけるよ

うに,祭壇には礼拝対象物はなかったといわれている｡ しかし,今 日では高僧の写真や時には

仏陀の写真があ り,これを村人が礼拝 している｡ これは平地民化のひとつの過程である仏教化

が進行 していることを示唆しているのであろう｡ その間に,この村のカレン族は北方のメホン

ソソ地方からシャン仏教の影響をつよくうけ,現在では Pamolo村のうら山に仏塔 (chedi)が

つ くられているほどである｡ また仏教の祭の時には,村人はメスラータ川をはさんで対岸にあ

る仏教寺院 (Vat)にゆき,北タイ系の住民とともに宗教儀礼に参加する｡ しかし,おお くの場

合にはカレン族はその宗教儀礼の意義をしらないだけではな く, その名称すらも時にはおぼえ

ていないのである｡

いずれにせよ,Pamolo村のカレン族は平地にすんでいて, 北タイ系の住民と接触がひんは

んであるために, 山地カレン族 とくらべると仏教文化の影響をかな りつよくうけているけれ ど

ち,それはカレン文化に構造的な変化をあたえていないのは,HtiToPa村の場合 と基本的に

おなじである｡ すなわち, 平地カレン族の "仏教‥の本質はあくまでもカレン族特有の7-ミ

26) Iijima(1963)p.48-50

27) カレン語で "花の置場Mという意味｡
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ズムであって,仏教と重層信仰をしているのである｡ シャン仏教はここのカレン文化に多少外

形的な変化をあたえただけにすぎないといっても過言ではないであろう｡ たとえば,今日でも

信仰対象の中心は精霊であって, そのうえ,仏教行事の場合でも時には祈頑がカレソ語でおこ

なわれている｡

ところが,近年になって山地,平地のカレン文化をかんがえるうえで, たい-んに重要な変

化があらわれだしている｡ それは精霊信仰の一部が決定的に崩壊する方向にむかったことであ

る｡ すなわち,0Xeの儀礼が村人の一部で中止されはじめた｡0Ⅹe儀礼はすでに信仰のところ

でものべたように,〃ゆるく組織された " ヵレン社会の唯一の社会的核である家族の社会的紐

帯をつなぎとめる機能をもっている｡ したがって,その衰退のきざしは平地民化の一環 とかん

がえてもよいであろう｡

0Xe儀礼の衰退について,まず HtiToPa村についてのべてみよう｡ この村で 0Ⅹeの儀

礼をする場合には儀礼集団を構成する家族員がいかなるところに移住していても,全員を家に

あつめなければならない｡また,この儀礼のしかたがわるいと,かえって悪影響がある｡ この

ように 0Xeの儀礼は山地カレソ族にとってはなはだやっかいな儀礼であるようだ｡そのため,

カレン族にとってはたい-んに重要な儀礼であるにもかかわらず, かれらほそれをおこなうの

を内心めんどうにかんじていたにちがいない｡ ところが10年はどまえにシャン系の平地民がや

ってきて,Chakasiという簡単な儀礼により,0Ⅹeの儀礼を中止する方法をここの山地カレン

族におしえた｡HtiToPa村で Chakasiにより,0Xeの儀礼を中止することにふみきった第
28)

1号はおどろくなかれ,SapgaのR老人である｡ この1例だけをみてもカレン族が 0Ⅹeの儀

礼をどれだけ うとましくおもっているか理解できる｡ ある日,R老人は筆者に "0Xeをやめて
29)

ほんとうにほっとしている日と述懐していたのが印象的であった｡

一方,平地村のPamolo村においても,0Xeは衰退の方向にむかっている｡ この村のChakasi

の儀礼のや り方は,棉,とうもろこし,きゅうりなどの種子をもって,村外の森林にゆき,木

のしたでそれがこげるほど火であぶる｡ この儀礼にさいしては鶏をいけにえにして,穀物や酒

も用意する｡ 司祭はシャン族の者がおこない,祈稀にはシャン語がもちいられる｡ このChakasi

の儀礼のときには,Kisuと同様に出席者の腕にひもをまきつける｡ これにつかった酒はその後

薬用にもちいられる｡ いずれにせよ,山村の場合も平地村の場合も,Chakasiの儀礼により,

カレソ族は0Xeの儀礼のわずらわしさから解放される｡ このような現象は一応精霊信仰からの

一種の離脱の口火としてかんがえられるのではなかろうか｡

以上のようなカレソ族の 〃自然" にまかせた平地民化はじつに緩慢な速度で進行しているの

である｡ ところが Pamolo村では平地民化に拍車をかけたのは,いまから6年まえに導入され

28) 信仰のところでものべたように,村の司祭役をする精神的指導者｡
29) 飯島 (1965)p.13
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た初等教育である｡ それはこのみ じカ亘､年月の うちに急速な変化をもたらし,同時に深刻な影

響をカレソ社会にあたえたのであった｡

Pamolo村につ くられた学校は 4年制の小学校である｡ 学校が僻地にあるために,設備はま

だ十分 とはいえず,校舎は村の西はずjlにある木の葉ぶきの小足である｡ 教室は 2つあって,

12名の男生徒と10名の女生徒が上級と下級にわかれて,2人の先生から教えを うけている｡ 先

生の うち校長格の人は対岸の仏教寺院のちか くにすんでいるキリス ト教徒の スコ一 ･カレンで

ある｡ わかい方の先生は トンス一 ･カレン (Taungthu-Karen)と北タイ人の温血であるとい

う｡ このように両先生ともカレン族の血をひいているために, Pamolo村のカレン族にもたい

-ん同情と理解があり,熱心な教育がおこなわれている｡

この学校の唯一の財産は大型のポ-タブル ･ラジオであ り, これはオ-ス トラリアの援助に

よりお くられたものである｡ それにより, 僻地の人間にバンコクやチエソマイからの放送をき

かせて,標準タイ語の普及をはか り, "国民形成 "の足がか りのひとつとする目的があったの

であろう｡ ところが筆者が1964年の末に Pamolo村の調査を開始 した時には,アンテナがない
30)

のでバンコクからの放送をきくことができなかった｡

このような末端におこりがちな非能率さはあるにしても, 学校教育にともな う文化変容にはた

い-んにめざましいものがある｡学校で教育を うけた子供たちは, この村があるメサ リアン地

方で一般にもちいられている北 タイ語をとびこえて, 標準タイ語を日常にももちいだしている

のが印象的である｡

学校教育にともな う急激な文化変容は子供たちに多少の混乱をあたえている｡ すなわち,筆

者が村の子供に品物をあたえた場合, 時には "tablukhrab‥とい うような奇妙な礼の言葉を

いうことがある｡tabluはカレン語で感謝をしめす用語であ り, khrabはい うまでもな く典型

的な標準タイ語で,柏手に敬意をしめす用語である｡ おそらく,Pamolo村の子供は先生から

目上の者や外部の人には,khrabのようなていねいな言葉をつか うようにいわれているのであ

ろう｡ しかし,まだ標準タイ語になれきっていないカレン族の子供には, このような言語上の

混乱が発生するのである｡

このような正規の学校教育にともな う変化以外にも, Pamolo村に学校ができ, したがって

また先生のような "インテリ‥が村にやってくるようになったことは, =タイ化''の促進条件

になっている｡ た とえば創氏改名にもおおきな影響をあたえている｡ カレン族は元来タイ族 と

同様に,自分個人の名前 しかもたず,氏名をもっていなかった｡ ところがタイ人の場合には法

令により,数10年以前から氏名をもつようになった｡ もちろん,その実際的な普及は容易なこ

とではな く,今 日でも農村などでは隣人の氏名をしらず, もっぱら個人名を日常つかっている

30) その後,筆者がチェンマイでアンテナをもとめて,このラジオにとりつけたので,現在は利用されて

いる｡
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場合がおおい｡ タイ人でもこのような状態であるので,カレン族においては近年にいたるま

で,ほとんど氏名が普及していなかったことは当然であろう｡

個人名にかんしては,Pamolo村が平地にあるという立地条件の関係で,以前から北タイ文

化との接触がひんはんであったために北タイ化がかなりすすんでいた｡ 青壮年以下の村人はカ

レソ名のほかに北タイ系の名前をもっている場合がす くなくない｡

しかしながら,この村に小学校ができると校長先生の指導のもとに, 創氏改名が本格的にお

こなわれだした｡現在では村の大部分の家でタイ系の氏名をもち,子供たちはカレソ名と同時

にタイ名をもっているのみか, 時にはタイ系の名前だけをもっている｡ このように, Pamolo

では北タイ化をとびこえた跳躍的文化変容が観察される｡

このように,ゆるやかに進行してきた山地民の平地民化は学校教育の導入により, 一部では

着実に促進されだしたようであり, 国民形成のなかで注目すべき流れとなることが期待されて

いる｡

この調査と本稿作成にあたり,内外のいろいろな人々にお世話になった｡なかでも,つぎの方々にはひと

かたならぬ御援助や御指導をいただいた｡ここに記して感謝の意を表したい｡
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